
 

 

 

 

台風 18号が大きな爪痕を残して去っていきました。被災された皆様に心より御見舞申

しあげます。台風と共に秋の気配が強まり、9月も後半に入りました。台風、大雨、地震、

そして、ミサイルや少数民族の迫害、紛争・・・国内外に目を向けると、心の痛くなるこ

と、人々の気持ちがトゲトゲするような出来事が次々と起こり、そのことが報道され続け

ています。こんな時こそ、せめて学校では、子どもたちの心に寄り添い、温かくて、やわ

らかで心の休まるような、元気と意欲がわいてくるような、そんな教育活動を展開したい。

そう願わずにはいられません。 

これまでにもお知らせし

ているように、今年度の運

動会は、天満中学校の運動

場をお借りして実施します。 

それに伴い、様々な面で、これまで通りに実施できない事柄があ

り、子どもたちはもちろん、保護者や地域の皆様にも大きなご負担とご不便をおかけいた

します。どうか、ご理解とご協力をお願いいたします。 

団体演技を団体競技に組み入れます 

毎年、ダンスや組体操といった団体演技で、観覧の皆様からいただく声援や拍手は、子

どもたちの心に達成感や自信をもたらし、次の活動への大きな励みとなっていました。し

かし、本年度は、現地で練習できないこと、学校から天満中学校への移動に時間がかかる

ことなどから、団体演技を実施しないことにいたしました。 

とはいえ、皆様からいただく拍手の温かさや、達成感をほんの少しでも子どもに感じさ

せてやりたいという思いも捨てきれません。そこで、「たまいれ」「棒引き」「騎馬戦」と

いった団体演技の中で、集団演技的な内容を少し取り入れることにいたしました。例年の

ような演技とはなりませんが、皆様には、事情をおくみ取りいただき、子どもたちに温か

い拍手とご声援をよろしくお願いいたします。 

準備とあとかたづけにご協力を 
例年、たくさんの保護者や地域の皆様のお力によって、短時間で会場設営ができていま

した。しかし、今年度は、天満中学での設営になります。慣れない場所でのテントや机、

いすなどの設置には、小学校での準備以上に、時間がかかります。 

お忙しい中ですが、前日（7日）と、当日（8日）の準備とあとかたづけへのご協力を

お願いいたします。 

詳細については、後日、あらためてお知らせいたします。 

3 冊の本をご寄贈いただいた山内様に、「明日も元気で来いよ」10 号と

11号を送って、お礼と報告をしました。すると、山内様から、心温まる返

事をいただきました。 

お返事には、「チロリを通じていろいろなところに（この西天満小学校に）

東北のことと命のことを伝えていく道がつながっていることを本当にうれしく思います」

とありました。また、岩手県教育委員会の方とも、チロリを通じてつながっておられるこ

とも教えてくださいました。そして、なんと、この「明日も元気で来いよ」を岩手県教育

委員会の方に送ってくださったそうです。さらに、その教育委員会の方から、山内様に返

信があり、「柴山校長先生のお便りには想いがつまっています」「山内さんが届けているの

は、本と同時に、大切な心なのだと思います」といったことが書かれてありました。 

チロリを通じて、私も山内様とつながり、岩手の方ともつながることができました。そ

れは、「命の大切さ」「人への優しさ」・・・まさに「心」のつながりであると思います。 

チロリの本を読んだ子どもたちは、「たくましく・・」に、感想を書いて、私に見せて

くれています。これからも、子どもたちの感想を紹介しながら、山内様や他の方々とのつ

ながりを広めていきたいと思います。 

何人かの感想の一部を抜粋して紹介します。 
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・・・チロリの本は、僕が今まで読んだ本の中で、最も想像でき、最後はなみだを出してしまった

くらい感動しました。・・・がんばれという気持ちがとても伝わりました。 

・・・チロリは、子どもを守るためにケンカなどもし、・・・根性の持ち主・・とても強くてすご

いと思いました・・・アイコンタクトで人の心を動かせる。そんなところもいいなと思いました。・・・

お母さんにも読ませてあげました。お母さんは・・・人間はもっと犬や動物に感謝しなくてはいけ

ないと思ったそうです・・・チロリは、天国ではゆっくり楽しくくらしてほしいです。・・・ 

・・・チロリがぎゃくたいされていたのは、かわいそうでした。動物愛護センター・・・助けたい

のに助けられないのは、苦しいと思います。・・・みんなを元気にできて、苦しくても生きる自信

があるのは、すごいと思ました。 

・・・チロリは、おじいちゃん、おばあちゃんのためにはたらく犬とかいてあったので、いっぱ

いがんばっていると思いました。・・・ 

 


